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　はじめに

トビウオ科ハマトビウオ属 Cypselurusは，側

線に胸部分枝がないこと，胸鰭先端が臀鰭後端に

達するか越えること，腹鰭先端が臀鰭起部を越え

ること，臀鰭起部が背鰭第 3軟条の下方またはそ

れより後方にあること，背鰭軟条が臀鰭軟条より

2–5本多いこと，胸鰭の上から 1–2軟条が不分枝

であること，および下顎が上顎よりわずかに短い

ことなどによって特徴づけられる（Parin, 1999）．

本属魚類は日本から 19種が知られており（藍澤・

土居内，2013），このうちアカトビ Cypselurus 

atrisignis Jenkins, 1903はこれまで日本国内にお

いて小笠原諸島，伊豆諸島，および与論島から記

録されていた（吉野，1988；落合，2004；藍澤・

土居内，2013；中村，2014；田中・阿部，2016；

田代，2018）．

2018年 7月 19日に，屋久島近海から 1個体の

アカトビが採集された．この標本は大隅諸島にお

ける本種の標本に基づく初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Parin and Belyanina

（2002）にしたがった．計測はデジタルノギスを

用いて 0.1 mm単位まで行い，計測値は標準体長

（Standard length）に対する百分率（%）で示した．

標準体長は体長または SLと表記した．標本の作

製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．アカトビの生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影された屋久島産の標本（KAUM–I. 

117162）のカラー写真に基づく．本報告に用いた

標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．なお，アカトビ

の学名は藍澤・土居内（2013）および田代（2018）

にしたがった．

　結果と考察

Cypselurus atrisignis Jenkins, 1903

アカトビ　（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 117162，体長 196.5 mm，鹿児

島県大隅諸島屋久島町中間黒崎の北西 18 km沖

（30°09′00″N, 130°23′24″E），2018年 7月 19日，岡

山龍之介．

記載　計数・計測値を Table 1に示す．体は細

長い円筒形．体背縁は吻端から主鰓蓋骨後縁直上

まで上昇し，尾柄部にかけて緩やかに下降する．

体腹縁は下顎先端から主鰓蓋骨後端まで下降し，

尾柄部にかけて緩やかに上昇する．眼は大きく円

形で，頭部背縁付近にある．下顎は上顎より僅か

に突出する．口裂は小さく，上顎後端は眼の前縁

直下に僅かに達しない．吻端は尖る．側線鱗は有

孔．側線は鰓蓋下方から尾鰭基底部にかけて体腹

縁に並走する．背鰭は 1基で，背鰭起部は腹鰭起
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部より後方に位置する．背鰭基底後端は臀鰭基底

後端の直上に位置する．腹鰭は長く，その後端は

背鰭第 12軟条直下に位置する．胸鰭は上から 2

軟条が不分枝で，第 1軟条は極めて短い．胸鰭は

ひじょうに長く，その後端は背鰭基底後端および

臀鰭基底後端を超える．臀鰭起部は背鰭第 8軟条

直下に位置する．尾鰭は深く湾入する．尾鰭下葉

は上葉より長い．

色彩　生鮮時，体背面および体側上部は濃紺

色．体側下部から体腹面は銀白色．吻部は背側が

濃紺色．頬部は銀白色．虹彩は銀色．瞳孔は黒色．

背鰭は淡い紺色で，第 6軟条から第 11軟条にか

けて黒色域がある．胸鰭は一様に灰色で，基底部

が紫色．胸鰭全体に黒色斑が散在し，黒色斑は胸

鰭後縁のものほど大きい．胸鰭第 4軟条から第 5

軟条の先端に黒色域がある（Fig. 2）．腹鰭は灰色

で，第 1軟条から第 4軟条までが最も濃い．臀鰭

は半透明．尾鰭は灰色で，基底部は黒褐色．固定

後，体側上部は白色がかり，体側下部から体腹面

は白色となる．背鰭および胸鰭の黒斑は明瞭に残

る．

分布　インド洋と汎太平洋に分布し，ソマリ

ア，マダガスカル，レビジャヒヘド諸島，ガラパ

ゴス諸島，台湾，および日本から記録がある（Parin, 

1999；McCosker and Rosenblatt, 2010；藍澤・土居

内，2013）．日本国内ではこれまで小笠原諸島，

伊豆諸島，および与論島からのみ記録されており

（ 吉 野，1988； 落 合，2004； 藍 澤・ 土 居 内，

2013；中村，2014；田中・阿部，2016；田代，

2018），本研究により，大隅諸島屋久島近海にお

ける分布が新たに確認された．

備考　記載標本は胸鰭の上から 2軟条が不分

枝であること，臀鰭軟条数が 10であること，背

鰭前方鱗数が 34であること，主鰓蓋骨後縁から

腹鰭起部までの距離が腹鰭起部から尾鰭下葉起部

までの距離の 77.3 %であること，背鰭に黒色域

があること，および胸鰭に複数の黒色斑があるこ

とが Parin（1999）や藍澤・土居内（2013）の報

告したアカトビ Cypselurus atrisignis Jenkins, 1903

の標徴とよく一致したため，本種と同定された．

アカトビは胸鰭に複数の黒色斑があることか

らマトウトビウオ C. spilopterus (Valenciennes, 

1847) およびオオアカトビ C. suttoni (Whitley and 

Colefax, 1938)と類似するが，背鰭前方鱗数が

Fig. 1. Fresh specimen of Cypselurus atrisignis collected off Yaku-shima island, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 117162, 196.5 mm SL).

Fig. 2. Pectoral fin of Cypselurus atrisignis (KAUM–I. 117162, 
196.5 mm SL).



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 45

149

32–36であること（マトウトビウオは 26–29；オ

オアカトビは 38–42），側線鱗数が 55–58である

こと（46–50; 56–59），および背鰭に黒色斑がある

こと（ない；ある）によって識別される（益田ほ

か，1988；藍澤・土居内，2013；田中・阿部，

2016）．

屋久島の魚類相を報告した Motomura and 

Harazaki (2017)は大隅諸島屋久島から 12種のト

ビウオ科魚類を報告したが，これらにアカトビは

含まれていない．また，立石（2011）は屋久島に

おいてアカトビが多く漁獲され，チャバネトビウ

オ Cypselurus. spilonotopterus (Bleeker, 1865)，オオ

アカトビ Cypselurus suttoni，マトウトビウオ

Cypselurus spilopterusとともに「赤トビ」と称さ

れることを報告したが，写真等は示されておらず，

同定の真偽は不明である．

アカトビは既述の分布以外に日本国内におけ

る記録がなく，本報告の記載標本は屋久島からの

標本に基づく初めての記録である．本報告により，

屋久島から記録のあるトビウオ科魚類は 13種で

あることが確認された．
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KAUM–I. 117162
Standard length (SL; mm) 196.5
Counts
Unbranched dorsal-fin rays 1
Branched dorsal-fin rays 13
Unbranched anal-fin rays 1
Branched anal-fin rays 9
Unbranched pectoral-fin rays 2
Branched pectoral-fin rays 12
Unbranched pelvic-fin rays 2
Branched pelvic-fin rays 5
Caudal-fin rays 20
Pre-dorsal-fin scales 34
Transverse scales 8
Lateral-line scales damaged (52+)
Gill rakers 7 + 18

Measurements (as % of SL)
Pre-anal-fin length 70.9
Pre-dorsal-fin length 69.1
Pre-pelvic-fin length 55.9
Distance between posterior margin of
  opercle and vertical at pelvic-fin origin 32.3

Ventral-caudal distance 41.8
Head length 23.2
Post-orbital length 10.6
Horizontal orbit diameter 7.8
Snout length 7.1
Bony interorbital width 8.9
Head depth 15.2
Maximum body depth 16.1
Caudal-peduncle depth 7.2
Body width above bases of pectoral fins 12.7
Dorsal-caudal distance 29.0
Length of pectoral fin 70.5
Length of 1st ray of pectoral fin 4.5
Length of 2nd ray of pectoral fin 40.6
Pelvic-fin length 30.1
Length of longest ray of dorsal fin damaged
Depth of anal fin 10.3
Dorsal-fin base length 20.7
Anal-fin base length 13.5

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of 
standard length, of specimens of Cypselurus atrisignis from 
Yaku-shima island, Kagoshima, Japan.
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